
南山城の古墳の動向         宇治市産業会館  2019.3.2 

 
兵庫県立兵庫県立考古博物館 和田晴吾 

 
はじめに 
  ・今年度は、宇治川北岸に分布する宇治古墳群のうち、二子山古墳の南墳・ 

北墳、および二子塚古墳の外堤が国の史跡になった記念すべき日 
・二子塚発掘－1968年（昭和 43）京都大学考古学研究室－2回生で見学 
・今日の話－南山城の古墳の築造状況から見た宇治古墳群－古墳とは何か 

 
１ 古墳について 
  ・4種類の形（前方後円墳、前方後方墳、円墳、方墳）、規模（10ｍ～500ｍ余り） 
  ・鹿児島県～岩手県南部（図 1） 水稲農耕社会が基盤 16万基を超す 
    前方後円墳約 4700基（含・帆立約 500基）、前方後方約 500基 
  ・古墳時代－前方後円墳が造られた時代－3世紀中葉～6世紀末 
   古墳は形と規模を基準に一定の秩序－ヤマト王権の身分秩序を反映 
 
２ 古墳の変遷 
  ・時期により前方後円墳の形や副葬品の内容に変化－11期（図 2） 
  ・基本 4種の消長、古墳群の消長などから 5段階、3時期（前・中・後） 
   区分の切っ掛けは南山城の古墳の築造状況に 
 
３ 南山城の古墳 
 （1）分布（図 3）木津川両岸に－椿井大塚山古墳、久津川車塚古墳など 

・旧巨椋池以南に約 500基（前方後円墳 20基、前方後方墳 6基ほど） 
 （2）時期的変化―激しい消長（成立－衰退－消滅－移動）が特徴（図 4） 
    ・６つの画期（出現と消滅を加える）を経た５つの段階（表 1） 
      前期―第 1－前方後円墳の出現、第 2－前方後円（方）墳の急増、 

中期―第 3－前方後円墳限定、帆立貝・円墳・方墳化（図 5） 
後期―第 4－中期的秩序衰退変質、第 5－群集墳の激増 

 （3）各地の古墳群と連動 
    ・大王の墓域の移動―前期前半－奈良盆地南東部－オオヤマト古墳群 
              前期後半－奈良盆地北部－佐紀古墳群 
              中期  －大阪平野南部－古市・百舌鳥古墳群 
              後期  －大阪南部衰退－同北部－奈良南部 



４ 古墳の動向（築造状況）の評価 
    ・南山城の古墳の動向は、大王の墓域の移動とも関連し、全国的動向 
    ・前期後半に急増した首長を、中期には序列化し、大王を頂点とした

一部の有力者が数多くの中小首長を支配、後期にその体制が解体し、

民衆をも支配に組みこむ（公民化）新しい体制へ 
 （4）宇治古墳群（図 6） 
第 2―観音山（○50/2-3期）－（黄金塚 1（●100/3-4期）・同 2（●120/4期） 
第 3－二子山北墳（○36/5期）－南墳（○34/8期）－宇治瓦塚（○30/8・9期）
第 4－二子塚（●112/9-10期）－門ノ前（●35/11期）、木幡古墳群（群集墳） 
    ・二子塚古墳に個性（中期～後期の第 3の画期・淀川水系の要衝） 
 
５ 古墳が表現するもの 
   ・古墳は墓だが、墓以上のもの－以上は政治社会的解釈－支配の可視化 
   ・思想・信仰上の解釈－埋葬後に墳丘表面に一つの世界が表現された 
       埴輪（土や木）－日本の古墳に独特のもの（図 7） 
   ・門ノ前古墳－朝顔形埴輪、円筒埴輪－飲食物を入れた壺と、器台 

家（埴輪の中心、入母屋・寄棟、切妻など）－敷（図 9） 
          威信具（蓋[きぬがさ]、玉状形[石見]）→権威ある屋敷 
          武器（靫、大刀）・武具（盾）－防御堅固－辟邪 
          鳥－（鶏、水鳥）－他界と関係が深い 

人物（5＋、男性ほか）、動物（馬、猪ほか） 
－首長の屋敷で奉仕する人や馬、狩猟の獲物） 

・墳丘表面の世界（中期中葉）－死者が赴く他界（あの世）の可視化 
   ・他界の入口－造出周辺（奈良県ナガレ山古墳、兵庫県池田古墳）船、囲（水） 
   ・死者の魂は船に乗で他界へ赴く観念（図 11・13）『隋書』倭国伝：遺体

を船に乗せて地上で引く（奈良県巣山古墳・図 12）古墳時代の葬列 
   ・埴輪配列の筋書（図 8） 
 
６ 同族社会と祖先崇拝 
   ・古墳－1人の首長（一族の長）－首長が代表する血縁集団－社会の単位 
   ・重んじられた祖先崇拝・祖先信仰 
   ・亡き首長の冥福を祈り盛大な葬送儀礼を執行－古墳は舞台装置の一部 
 
おわりに 
   ・前方後円墳の消滅－古墳的他界観の衰退－仏教的他界観（浄土信仰） 

（参考文献：和田晴吾 2014『古墳時代の葬制と他界観』吉川弘文館） 



図1前方後円墳・前方後方墳の分布



種類 牧丘　 円筒埴輪　 中国製　 親　　 玉枚　 碧 玉製腕飾類　 石製模造品

牽定 前方後円墳　　　　　 三角繰神獣鏡 小型伐製鏡　　　　　　　　　　　　　　　 銅鎮
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図2　古墳時代編年図
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